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神尾真由子さんトーク  ＜収録映像 文字起こし＞ 

 

聴く人を魅了する神尾真由子さんのヴィヴァルディ「四季」 

 

ヴァイオリン、神尾真由子（かみおまゆこ） 

天才少女として幼い頃から注目を浴び、2007 年チャイコフスキー国際コンクールで優勝、欧米の一流オーケストラ

と共演を重ね、世界各地でリサイタルも開く実力派ヴァイオリニスト。東京音楽大学教授として後進の指導も行なっ

ている。 

 

松本 ここで神尾真由子さんにご登場いただきました。よろしくお願いいたします。 

 

神尾 よろしくお願いします。 

 

松本 ここでちょっとお話を伺っていきたいと思いますが、神尾さん、チャイコフスキーコンクールから海外での生活が多かった

と思うんですが、 

 

神尾 はい 

 

松本 この一年はやはり日本中心でしたよね？ 

 

神尾 そうですね。あのちょうど息子の入学が近いこともあってそろそろ日本に拠点を移したいなと思っているところにコロナ

が重なりまして、ここ一年は本当に日本だけに、たぶん、本当に十何年ぶりくらいに日本だけで活動しました。 



松本 十何年ぶりかの、本当に日本だけでの演奏ということで、あのー、私たち日本にいる人たちにとっては、神尾さんの

演奏をこうやって聴く機会があるという、まあ大きなチャンスではあるのですが、神尾さんにとってはどうなんでしょう？ 

 

神尾 はい。本当に日本のオーケストラやホールやお客さんにこれだけ、本当に頻繁にお会いできることがなかったので、私

はとても充実した一年を送らせていただいたかなと思っています。 

 

松本 そんな中ですね、東京音楽大学でも教えていらっしゃいます。若い音楽家の皆さんへはどんなことを期待していらっ

しゃいますか？ 

 

神尾 そうですね、もちろん良い演奏というのは存在するのですが、唯一無二の存在を目指してほしいなとは思います。 

 

松本 そしてこの後、ヴィヴァルディの四季を演奏していただきます。一年を表現していただくことになりますけれども、この曲

の魅力、どんなところになりますでしょうか？ 

 

神尾 春はとてもさわやかに始まるのですが、春の嵐があったり、夏はうだるような暑さと、それこそあのー、本当、それもまた

夏の嵐のような、台風のようなものがきたりと、イタリアも日本と同じように四季があるんだなということを感じさせてくれて、日

本人としてやっぱり四季のいろいろな色合いがあると思うのですごく理解しやすいコンセプトだなと思います。 

 

松本 はい。では、演奏の準備をお願いいたします。 

以上 


